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美郷町消防団

出初式
松田町長らによる観閲

消
防
団
員
表
彰
者
　（
敬
称
略
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝

橋
雅
憲（
第
２
分
団
副
分
団
長
）、

橋
誠
喜（
第
２
分
団
部
長
）、
森
元
茂（
第
５

分
団
部
長
）、
木
村
和
男（
第
11
分
団
副
分
団

長
）、
照
井
正
義（
第
13
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
勤
続
）＝
永

井
久
雄（
団
長
）、
小
林
薫（
副
団
長
）、
藤
谷

恭
造（
第
７
分
団
分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）＝

橋
正

尚（
第
１
分
団
分
団
長
）、
藤
嶌
猛（
第
１
分
団

部
長
）、

階
稔（
第
１
分
団
団
員
）、
佐
々
木

定
廣（
第
６
分
団
団
員
）、
小
西
文
男（
第
８
分

団
班
長
）、
高
橋
久（
第
８
分
団
団
員
）、
高
橋

重
男（
同
）、
鷹
觜
猛（
同
）、
大
坂
久
男（
第
10

分
団
班
長
）、
小
林
孔
昭（
第
14
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）＝
村
田
正

美（
第
６
分
団
班
長
）、

橋
昌
平（
第
７
分
団

班
長
）、
畑
山
一
吉（
第
８
分
団
団
員
）、

橋

紫
都
夫（
同
）、
天
川
晴
一（
第
９
分
団
団

員
）、
伊
藤
芳
美（
第
10
分
団
班
長
）、
岡
本
誠

毅（
第
12
分
団
部
長
）、
木
下
久
雄（
第
12
分
団

団
員
）、
澁
谷
義
勝（
第
13
分
団
班
長
）、
高
橋

信
一（
第
13
分
団
団
員
）

▼
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）＝

階
清

貴（
第
１
分
団
団
員
）、

階
雄
一（
同
）、
煙
山

義
雄（
第
２
分
団
団
員
）、

橋

則（
同
）、

木
村
諭（
同
）、
高
橋
均（
同
）、
近
美
光
夫（
第

３
分
団
班
長
）、
樫
尾
宏
暢（
第
５
分
団
団

員
）、
進
藤
通
生（
同
）、
斉
藤
正
衞（
第
６
分

団
団
員
）、
中
野
正
万（
同
）、
小
野
寺
正
仁

（
第
８
分
団
班
長
）、
藤
井
香（
第
８
分
団
団

員
）、
立
原
清
浩（
同
）、
煙
山
栄
司（
第
９
分

団
部
長
）、
木
村
勝（
第
10
分
団
団
員
）、

橋

秀
秋（
第
12
分
団
班
長
）、
東
海
林
玉
夫

（
同
）、
渡
辺
勲（
第
13
分
団
班
長
）、
鎌
田
喜

己
夫（
第
14
分
団
班
長
）

地
域
の
安
全
と

福
祉
の
向
上
を
目
指
す

　
美
郷
町
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
６
日
、

仙
南
体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る
会
場
で
行
わ

れ
、
町
内
14
分
団
の
団
員
３
１
３
人
が
、
松

田
町
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　
仙
南
公
民
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
松

田
町
長
が「
最
近
は
火
災
の
み
な
ら
ず
、
地
震

や
水
害
、
竜
巻
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し

て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
平
成
18
年
豪
雪

や
大
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
、
自
然
災
害
の
猛

威
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事

が
続
い
て
い
る
。
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で

は
な
い
災
害
は
平
時
か
ら
の
備
え
が
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
消
防
職
員
と
消
防
団
の
皆
様

に
は
、
消
防
人
と
し
て
の
高
い
誇
り
と
そ
の

職
務
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
即
応
で
き
る
よ
う
心
身
の
鍛
錬
に
努

め
、
住
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
た
だ

く
よ
う
望
み
ま
す
」と
式
辞
。
そ
の
後
、
町
の

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
92
人
に
表

彰
状
、
個
人
16
人
と
３
団
体
に
感
謝
状
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
永
井
久
雄
町
消
防
団
長
が「
消
防

団
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は
、
地
域
に
お
け
る
第

一
線
の
防
災
活
動
機
関
と
し
て
住
民
の
安
全
を

守
る
こ
と
に
あ
り
、
団
員
は
そ
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
な
お
一
層
の
精
進
を
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
」と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
賞
者
代
表
謝
辞
で
は
第
２
分
団

副
分
団
長
の

橋
雅
憲
さ
ん
が「
わ
れ
わ
れ
は

郷
土
を
愛
し
郷
土
を
守
る
、
第
一
線
の
消
防

団
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
よ
り
一
層
住

民
の
信
頼
と
期
待
に
沿
う
よ
う
、
努
力
す
る

決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま
す
」と
述
べ
、
地
域
の

安
全
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。
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【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）＝
煙
山
弘
誠（
第

１
分
団
団
員
）、
煙
山
英
敏（
同
）、
細
井
千
代

文（
第
３
分
団
団
員
）、

橋
庄
勇（
第
４
分
団

団
員
）、
嶋
田
順
孝（
第
５
分
団
団
員
）、
佐
々

木
一
好（
同
）、
渡
辺
晃
輝（
同
）、
谷
屋
正
幸

（
第
８
分
団
団
員
）、
加
藤
芳（
第
12
分
団
団

員
）、
木
村
芳
弘（
同
）、
傳
野
恒（
同
）、
東
海

林
貢（
同
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市
美
郷
町
支

部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）＝
武
藤
真（
第
４

分
団
班
長
）、
田
口
博
美（
同
）、

橋
幹
夫（
第

５
分
団
団
員
）、
小
田
長
真（
同
）、

橋
光
広

（
第
６
分
団
団
員
）、
齋
藤
明
宏（
第
８
分
団
団

員
）、
佐
藤
順
昭（
第
９
分
団
団
員
）、
戸
嶋
賢

司（
第
10
分
団
団
員
）、
瀬
田
川
幸
誠（
第
13
分

団
団
員
）、
澁
谷
浩
之（
同
）、
蛯
沢
澄
志
美

（
同
）、
瀬
田
川
誠（
第
14
分
団
団
員
）、

橋
学

（
同
）、
木
村
慎
也（
同
）、

橋
純
也（
同
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）＝
近
藤
正
幸（
第

交通指導隊・防犯指導隊

初出式
　交通指導隊と防犯指導隊の初出式が１月５
日、六郷公民館で両隊員と警察関係者らが出
席して行われました。
　はじめに松田町長が「秋田わか杉国体の開催
に向けて、両隊の皆さんのさらなる活躍と尽
力に期待します」とあいさつ。続いて、美郷交
番の嶋田範美地域係長より「地域の治安を守る
ため、さらなるご協力をお願いしたい」とあい
さつが行われ、両指導隊員は新年の節目に、
安全・安心の町づくりのために力を注ぐべ
く、決意をあらたにしました。

２
分
団
団
員
）、
坂
本
竜
也（
同
）、
戸
澤
清
信

（
同
）、
加
藤
敏
博（
第
３
分
団
団
員
）、
佐
々
木

和
寛（
同
）、

橋
司（
同
）、

橋
真
也（
同
）、
樽

川
竜
広（
同
）、

橋
誠
一（
第
４
分
団
団
員
）、

佐
々
木
正
春（
第
６
分
団
団
員
）、

橋
仁（
第

７
分
団
団
員
）、
斉
藤
幹
夫（
第
９
分
団
団

員
）、

橋
弘
樹（
同
）、
伊
藤
剛（
第
11
分
団

団
員
）、
加
藤
誠（
第
12
分
団
団
員
）、
伊
藤
淳

（
第
13
分
団
団
員
）、
鎌
田
隆
志（
第
14
分
団
団

員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

▼
無
火
災
分
団
＝
第
７
分
団（
５
年
間
無
火

災
）、
第
10
分
団（
４
年
間
無
火
災
）、
第
11
分

団（
４
年
間
無
火
災
）

▼
退
団
者
＝
佐
藤
剣
一（
元
副
団
長
）、
伊
藤
謙

一（
同
）、
三
浦
祐
孝（
同
）、

橋
重
夫（
元
分
団

長
）、
福
田
長
生（
同
）、

橋
二
三
雄（
元
部

長
）、
森
元
猛（
同
）、
吉
野
久（
同
）、
高
階
功

（
元
班
長
）、
高
橋
辰
美（
元
団
員
）、
坂
本
和
男

（
同
）、
中
野
隆
一（
同
）、
荒
田
耕
司（
同
）、
金

子
芳
美（
同
）、
煙
山
東
郎（
同
）、
高
橋
秀
典

（
同
）

訓辞を述べる永井町消防団長

受賞者を代表して謝辞を述べる 橋雅憲さん
（第２分団副分団長）

万歳三唱で士気を高める


